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１．はじめに 

 近年、大型車交通量の多い都市高速道路の橋梁の走行路面において、鋼床版のＵリブや溶接部から亀裂が生じて

デッキプレートを貫通する鋼床版貫通亀裂が問題視されており、その早期発見・補修が重要な課題となっている。

Ｕリブ溶接ルート部から発生する鋼床版貫通亀裂について、Ｕリブの閉断面構造や鋼床版上の舗装のために外観か

らでは発見できず、交通規制をかけ舗装をはがして確認される(図 1)。しかし、鋼床版貫通亀裂は多くの場合に舗

装損傷を伴い、舗装損傷部から雨水がＵリブに滞水するため１）、２）、Ｕリブ滞水の検出は鋼床版貫通亀裂の指標と

なり得る。Ｕリブ滞水の診断法として打音検査法があるが、検査時には鋼床版下面に特設足場を組むことが必要な

ため、検査に多大なコストや労力を要するとともに、滞水量によっては客観的判定が難しい。超音波検査法でも同

様に多大なコストを要する。そこでＵリブ滞水の熱（温度）変状によって滞水診断する熱赤外線計測法に対する期

待は高く、交通規制せずに高速走行で、舗装面上から熱赤外線計測によって

Ｕリブ滞水を検出することが可能になれば、道路点検の効果的な効率化に結

びつく。このことから今回、阪神高速道路で発生した鋼床版貫通亀裂のＵリ

ブに対し、鋼床版下面からの滞水診断、並びに高速走行での舗装面上からの

滞水診断を試行し、熱赤外線計測法の有効性を検証した。 

 

２．熱赤外線調査の概要 

 本調査は、阪神高速湾岸線の走行車線で熱赤外線計測装置（インジウム-

アンチモン型赤外線サーモグラフィカメラ）を用い、鋼床版貫通亀裂に伴う

Ｕリブ滞水について、①鋼床版下面の移動式足場からのＵリブ観測、②舗装

点検車による時速約 65km の通常交通で舗装面上からの高速走行観測を実施

したものである（図 2、3）。 

(1) Ｕリブの滞水現状観測 

鋼床版のＵリブは、約 12m 長・約 1m３容積・閉断面構造の密閉ダイヤフ

ラム（単体リブ）を接合したものである。Ｕリブ滞水は、鋼床版貫通亀裂に

より、その下の単体リブに雨水が侵入し溜まる状態である。Ｕリブ滞水につ

いて、はじめに熱赤外線計測法による鋼床版下面及び舗装面上からの現状観

測を行い、次いで滞水実験観測を行った。 

(2) Ｕリブの滞水実験観測 

滞水が確認された単体リブから水を抜いた後、滞水実験観測のため、改め

て、約 600リットルの水を注入して単体リブの 60%の容積に滞水させ、鋼床

版下面及び舗装面上からの観測を再度実施した。 
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図1．鋼床版貫通亀裂 
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図2．鋼床版下面からのＵリブ観測風景 

移動式足場 

赤外線サーモグ
ラフィカメラ 

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-679-

 

Ⅵ-340

 



３．調査の結果 

(1) 鋼床版下面からのＵリブ滞水観測 

 阪神高速湾岸線の走行車線において、走行車の右輪荷重が主にかかるＵリ

ブの VR9 とその外側（走行方向の右側）の VR8、内側（同左側）の VR10

を鋼床版下面から観測した（図 4）。滞水は、昨年夏季に鋼床版貫通亀裂が

発生した VR9 単体リブで検出され、最高気温 6.2℃（気象庁の気象データ）

の寒冷期でも滞水診断の可能なことが判明した（図 5）。現状の滞水の VR9

単体リブの温度は、隣接する VR8 単体リブより 0.5℃低く、VR10 単体リブ

より 0.8℃低かった。滞水の VR9 単体リブにおける熱赤外線計測前に実施さ

れた打音検査で、滞水は確認されなかった。熱赤外線計測後にリブの底に穴

を開けたところ、約 40リットル（容積率 4％）の水が抜け、滞水が確認され

た。その後の VR9 単体リブの滞水実験で、気温とともに全体的にＵリブ温

度も上昇した状況においても、同様の滞水低温変状が明瞭に認められた。 

(2) 舗装面上からの高速走行観測 

鋼床版下面からの滞水検出後の実験で 60％容積に滞水させた VR9 単体リ

ブにおいて、舗装面上からの走行観測によって低温変状が検出され、特にリ

ブ縁辺部の低温状況が、明瞭に表出した（図 6）。この縁辺部の温度分布に

ついて、VR8、VR9、VR 10単体リブで比較したところ、滞水の VR9単体リ

ブで VR8及び VR 10単体リブより 0.6～

0.8℃低かった（表 1）。 

 

４．おわりに 

 鋼床版貫通亀裂に起因して発生するＵ

リブ滞水を検出するための方法として、

高速走行での舗装面上からの熱赤外線計

測法の有効性が明らかとなった。本方法

は交通規制をせずに比較的短時間で、Ｕ

リブ滞水を検出できるため、交通規制に

よる社会経済的損失を伴わないとともに、

異常箇所を早期発見する道路維持管理の予防措置の一手段

として今後、重要性を増すと考えられる。今回は、熱赤外

線計測にあまり適していないと考えられる寒冷期であった

にもかかわらず、打音検査でわからなかったＵリブ滞水を

鋼床版下面からの観測で検出し、さらに舗装面上からの高

速走行観測で初めて検出した価値は高いと考える。今後、

検出精度の向上、さらなる効率化をめざし、技術開発を進

める予定である。 
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図4．走行車線のＵリブVR8～VR10 

VR10 VR9 VR8 

走行方向 

8.7℃ 7.9℃ 8.4℃ 

0.5℃ 0.8℃ 

VR10 VR9 VR8 

図5． VR9単体リブにおける滞水 
（昼間，曇り，最高気温6.2℃） 

図6．舗装面上からの撮像による可視画像（左）及び熱赤外線画像（右） 
※VR9単体リブの舗装面からの滞水推定箇所（右図）は滞水実験箇所 
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表1 Ｕリブ単体VR8～VR10の縁辺部温度分布 

測点数 
平均 

温度（℃） 

最高 最低 
Ｕリブ単体 

VR8 

VR9 

 VR10 

15.0 15.8 14.2 

14.2 14.8 13.5 

14.8 15.3 14.0 

650 

681 

669 
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